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主論文の要旨  
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【要旨】 

Bi ph a si c  C ui r as s  V e nt il a ti on ( B C V )は 非 侵 襲 的 二 相 式 人 工 呼

吸 器 で 、慢 性 肺 疾 患 や 肺 循 環 障 害 に 有 効 と の 既報がある。本 研

究 は 慢性肺疾患による二次性肺高血圧症患者 17 人を対象とし、 BCV

を連日 30～60 分、約 2 週間継続し動脈血酸素飽和度（SpO2）の変化及

び 2 週間前後での動脈血液ガス、血液検査と右心カテーテル検査を比

較し、換気/循環動態を検討した。 

SpO2 は BCV 直後で改善したが 2 週間後の動脈血液ガスは不変だった。2

週間後の平均肺動脈圧（27.2±5.1～22.4±4.9mmHg）、肺動脈楔入圧、

右房圧、心係数及び NT-proBNP(136.5～60.2 pg/ml）は有意に低下し

た。 

BCV の直接的な呼吸運動補助、均一的換気と胸腔内圧低下作用が心負

荷軽減に繋がり、更に呼吸仕事量軽減が循環動態の改善に寄与したと

考えた。BCV は肺疾患による二次性肺高血圧症の循環機能を改善する

可能性がある。 

 


